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三重大学 全学教職課程 アドミッション・ポリシー 

三重大学全学教職課程では、以下の意欲を持つ学生を対象に、教員の養成を実施します。 

1. 
学校現場および生徒を取り巻く課題に高い関心を持ち、それらに取り組む意欲を持つ

学生。 

2. 
主体的な学習を通して幅広い教養と教科・教職に関する専門知識を身につける意欲を

持つ学生。 

3. 
生徒および家庭・同僚・地域と積極的にコミュニケーションを図りながら指導を進め

る意欲を持つ学生。 

4. 
「感じる力」「考える力」「コミュニケーション力」およびそれらを総合した「生き

る力」を基盤に、教員として地域社会の発展に貢献する意欲を持つ学生。 

 

 

 

三重大学 全学教職課程 ライセンス・ポリシー 

三重大学全学教職課程では、学生は以下の力を身につけます。 

ライセンス・ポリシー 「４つの力」との対応 

1. 
学校現場および生徒を取り巻く課題を多面的に認識するこ

とができる。 
「感じる力」 

2. 

幅広い教養と教科・教職に関する専門知識を、授業および

教材の構成･工夫、生徒理解、学級運営において有効に活

用することができる。 

「考える力」 

3. 
生徒および家庭・同僚・地域と効果的に連携を図ることが

できる。 
「コミュニケーション力」 

4. 
教員としての使命感・責任感を持ち、上記３つの力を総合

的に発揮することができる。 
「生きる力」 
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0．記入上の注意点 

 

（１）各項目の記入内容 

項 目 記 入 内 容 

１．教職科目履修チェック 

リスト 

 

必要単位が取得できているかを確認するためのチェックリストで

す。単位の修得が完了した科目について、修得時期（学年及び前期

または後期）と成績を記入してください。また、「教科及び教科の

指導法に関する科目」の履修にあたっては、科目名と担当教員、単

位数、修得時期および成績を記入してください。 

２．自分のえがく教師像 

自分自身が「このようになりたい」という教師像について、具体

的なイメージとそのようにイメージする理由、教員免許状を取得す

るまでに自分が到達したい状態、その状態に至るまでの課題を記入

してください。 

３．授業の振り返り 

教員として必要な資質を身につけることを目的に、各授業の内容

に関して自分自身の視点で見つめなおし、将来に活かすために記録

します。したがって、単に授業の感想を書くのでは不十分です。以

下のポイントを考慮した記入を心掛けてください。 

なお、教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目の振り返

りは、記入する必要はありません。 

 

[１] 記録のポイント 

以下の観点を参考にし、 具体的に記入する。 

• 授業で学習した内容の中で、将来教員になった時に役立つと思

うこと 

• 授業で学修した内容は、教員の仕事（専門教科の授業計画、学

級運営、生徒指導、校務、他の教員や保護者、地域との連携な

ど）のどのような側面にどう活かすことができるか 

• その授業で用いられた授業方法等、役立つと思う部分やその理

由 

 

[２] 良くない記録の例とその理由 

• 「授業がわかりやすかった・わかりにくかった」 

→授業の感想にとどまり、教員になるという観点からの記

録となっていない。 

• 「授業にきちんと出席した」 

→授業の内容が教員という職業とどう結びつきうるかに関

しての記録となっていない。 
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• 「教職に役立つと思う」

→自分自身が教員になるという観点から見て何がどのよう

に役立つと思うのかが不明。

４・５ 教育実習 

教育実習については、実習開始前の目標と実習後のふり返りを記

入してください。３．授業の振り返りと同様、具体的な記述をする

よう、心がけてください。 

６．学びの振り返りシート 

全学教職課程がライセンス・ポリシーとして掲げる各項目につい

て、毎年度末、どのレベルに達することができたかを振り返り、あ

てはまる選択肢に○を記入してください。 

（２）各項目の記入時期

 時 期 

内 容 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

備 考
前期 

終了後 

後期 

終了後 

前期 

終了後 

後期 

終了後 

前期 

終了後 

後期 

終了後 

教育 

実習後 

教職実践

演習後 

１．教職科目履修 

チェックリスト

単位 

修得時 

２．えがく教師像 

３．授業の振り 

返り 

単位 

修得時 

４．教育実習に 

向けて 

実習 

参加前 

５．教育実習の 

振り返り 

実習 

参加後 

６．学びの振り 

返りシート 

各学年の 

振り返り 
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１．教職科目履修チェックリスト 

（１） 教育職員免許状取得に必要な科目一覧

科目区分 授業科目名 単位数 履修 修得年度 成績 

教育職員免許法

施行規則第 66 条

の 6 に定める科

目 

日本国憲法 2 必修 

スポーツ健康科学 A 1 必修 

スポーツ健康科学 B 1 必修 

英語Ⅰコミュニケーション（前期） 1 必修 

英語Ⅰコミュニケーション（後期） 1 必修 

データサイエンス I 2 必修 

教科及び教科の

指導法に関する

科目 

教科に関する専門的事項 20 

1．（２）に記入 
教科の指導法に関する科目 4 

教育の基礎的理

解に関する科目 

教育学 2 必修 

教職入門 A 2 
1 科目履修 

教職入門 B 2 

教育行政学 2 
1 科目履修 

教育社会学 2 

教育心理学 2 
1 科目履修 

発達心理学 2 

特別支援教育入門 2 必修 

教育課程論 2 必修 

道徳、総合的な学

習の時間等の指

導法及び生徒指

導、教育相談等

に関する科目 

総合的な学習の時間の指導法 2 必修 

特別活動論 2 1 科目履修 

教育技術論 A 2 
1 科目履修 

教育技術論 B 2 

生徒指導・進路指導論 2 必修 

教育相談 2 必修 

教育実践に関す

る科目 

教育実習  

(事前事後指導１単位を含む） 
3 必修 4 年次 

教職実践演習 2 必修 4 年次 後期 
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大学が独自に設

定する科目 
 

 

（２） 教科及び教科の指導法に関する科目 

授業科目名 単位数 担当者 修得年次 成績 
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授業科目名 単位数 担当者 修得年次 成績 
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２．自分のえがく教師像 

 

1．1 年次  （記入日 ２０     年     月     日） 

どのような教師になりたいか 

 

そこに至るまでの課題は何か 

 

 

2．2 年次  （記入日 20     年     月     日） 

どのような教師になりたいか 

 

そこに至るまでの課題は何か 

 

 

3．3 年次  （記入日 20     年     月     日） 

どのような教師になりたいか 

 

そこに至るまでの課題は何か 
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３．授業の振り返り（教職の基礎的理解に関する科目、道徳、総合的な学習の時間等の

指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目、教職実践演習） 

授業科目名 単位 履修 修得年次 授業づくりや生徒との関わりに活かせること 

（例）教育学 2 必修 2 年次後期 
この授業では、毎回、授業の冒頭に〇〇が設け

られており・・・ 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

※必要に応じて行を増やすこと。 
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３．授業の振り返り（教科および教科の指導法に関する科目） 

授業科目名 単位 担当者 修得年次 授業づくりや生徒との関わりに活かせること 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

※必要に応じて行を増やすこと。 
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４．教育実習に向けて 

実習校名： 

 

担当学年：      年    教科： 

 期間：     年   月   日  〜   月   日     

教育実習における課題 

 

 

 

教育実習で身につけたい力 

教材研究・授業技術に関すること 
生徒や教師との関係・コミュニケーション

に関すること 
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５．教育実習の振り返り 

授業実践者としての課題 

 

 

 

教育実習で学んだこと 

教材研究・授業技術に関すること 
生徒や教師との関係・コミュニケーション

に関すること 
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６．学びの振り返りシート 

以下の[1]～[17]それぞれに関し、１～５の中から当てはまると思われるものを選び、○

を付けてください。 

[1] 生徒や家庭・同僚のものの見方、考え方、受けとめ方を認識

し、その認識に基づいて共感的に理解しようとする態度につい

て 
1 年 2 年 3 年 4 年 

1 生徒や家庭・同僚のものの見方、考え方、感じ取り方について、

全く認識できない。 
    

2 生徒や家庭・同僚のものの見方、考え方、感じ取り方についてお

おむね認識することができるが、それに対して共感的に理解しよ

うと思うことはできない。 

    

3 生徒や家庭・同僚のものの見方、考え方、感じ取り方について十

分に認識することができるが、それに対して共感的に理解しよう

と思うことはできない。 

    

4 生徒や家庭・同僚のものの見方、考え方、感じ取り方を認識する

ことができ、その認識に基づいて共感的に理解しようとする態度

をおおむね備えている。 

    

5 生徒や家庭・同僚のものの見方、考え方、感じ取り方を認識する

ことができ、その認識に基づいて共感的に理解しようとする態度

を十分に備えている 

    

[2] 教員として適切な意識や行動の基準を持ち、それに基づき判断

できる力について 
1 年 2 年 3 年 4 年 

1 教員としての適切な意識や行動の基準が、全く身についていな

い。 
    

2 教員としての適切な意識や行動の基準をおおむね身につけたが、

それに基づいて判断できる力はまだ備えていない。 
    

3 教員としての適切な意識や行動の基準を十分に身につけたが、そ

れに基づいて判断できる力はまだ備えていない。 
    

4 教員としての適切な意識や行動の基準を身につけており、それに

基づいて判断できる力をおおむね備えている。 
    

5 教員としての適切な意識や行動の基準を身につけており、それに

基づいて判断できる力を十分に備えている。 
    

[3] 学校現場および生徒を取り巻く課題に関心を持ち、それらに対

して積極的に向きあおうとする意識について 
1 年 2 年 3 年 4 年 

1 学校および生徒を取り巻く課題について意識したことがない。     

2 学校および生徒を取り巻く課題におおむね関心を持っているが、

それらに対して積極的に向きあおうとする意識はまだ備えていな

い。 
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3 学校および生徒を取り巻く課題に対して十分に関心を持っている

が、それらに対して積極的に向きあおうとする意識はまだ備えて

いない。 

    

4 学校および生徒を取り巻く課題に関心を持ち、それらに対して積

極的に向きあおうとする意識をおおむね備えている。 
    

5 学校および生徒を取り巻く課題に関心を持ち、それらに対して積

極的に向きあおうとする意識を十分に備えている。 
    

[4] 教員としての能力向上のために学び続けることの重要性を認識

し、意欲的に学び続けることができる力について 
1 年 2 年 3 年 4 年 

1 教員としての能力向上のために学び続けることの重要性がわから

ない。 
    

2 教員としての能力向上のために学び続けることの重要性をおおむ

ね認識しているが、意欲的に学び続ける力は備えていない。 
    

3 教員としての能力向上のために学び続けることの重要性を十分に

認識しているが、意欲的に学び続ける力は備えていない。 
    

4 教員としての能力向上のために学び続けることの重要性を認識し

ており、意欲的に学び続ける力をおおむね備えている。 
    

5 教員としての能力向上のために学び続けることの重要性を認識し

ており、意欲的に学び続けることができる力を十分に備えてい

る。 

    

[5] 健康な状態で教職に従事できるよう、自らの心身の状態を把握

し、体調管理やストレスマネジメントを行うことのできる力に

ついて 

1 年 2 年 3 年 4 年 

1 自らの心身の状態をきちんと把握することができない。     

2 自らの心身の状態をおおむね把握することはできるが、体調管理

やストレスマネジメントを行う力は備えていない。 
    

3 自らの心身の状態を十分に把握することはできるが、体調管理や

ストレスマネジメントを行う力は備えていない。 
    

4 自らの心身の状態をきちんと把握し、体調管理やストレスマネジ

メントを行う力をおおむね備えている。 
    

5 自らの心身の状態をきちんと把握し、体調管理やストレスマネジ

メントを行う力を十分に備えている。 
    

[6] 教員が持つべき幅広い教養について 1 年 2 年 3 年 4 年 

1 全く備えていない。     

2 あまり備えていない。     
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3 やや備えている。     

4 おおむね備えている。     

5 十分に備えている。     

[7] 教科・教職に関する専門知識および教育技術について 1 年 2 年 3 年 4 年 

1 全く備えていない。     

2 あまり備えていない。     

3 やや備えている。     

4 おおむね備えている。     

5 十分に備えている。     

[8] 学校現場において直面する様々な状況を自ら整理して明示的に

理解し、論理的に検討する力について 
1 年 2 年 3 年 4 年 

1 全く備えていない。     

2 あまり備えていない。     

3 やや備えている。     

4 おおむね備えている。     

5 十分に備えている。     

[9] 学校現場において直面する様々な状況を複数の視点から偏りな

く理解し、客観的に検討する力について 
1 年 2 年 3 年 4 年 

1 全く備えていない。     

2 あまり備えていない。     

3 やや備えている。     

4 おおむね備えている。     

5 十分に備えている。     

[10] 授業や生徒を取り巻く状況の中から、取り組むべき課題を見つ

けだし、その課題を探究できる力について 
1 年 2 年 3 年 4 年 

15 / 19



1 授業や生徒を取り巻く状況の中から、取り組むべき課題を見つけ

だすことができない。 
    

2 授業や生徒を取り巻く状況の中から、取り組むべき課題を見つけ

だすことはおおむねできるが、その課題を探究する力は備えてい

ない。 

    

3 授業や生徒を取り巻く状況の中から、取り組むべき課題を見つけ

だすことは十分にできるが、その課題を探究する力は備えていな

い。 

    

4 授業や生徒を取り巻く状況の中から、取り組むべき課題を見つけ

だすことができ、その課題を探求する力をおおむね備えている。 
    

5 授業や生徒を取り巻く状況の中から、取り組むべき課題を見つけ

だすことができ、その課題を探求する力を十分に備えている。 
    

[11] 自ら見つけ出した課題を、責任を持って解決することのできる

力について 
1 年 2 年 3 年 4 年 

1 全く備えていない。     

2 あまり備えていない。     

3 やや備えている。     

4 おおむね備えている。     

5 十分に備えている。     

[12] 生徒や家庭・同僚・地域からの意見や情報を正確に取り入れる

ことができる力、および自ら効果的に情報を発信できる力につ

いて 

1 年 2 年 3 年 4 年 

1 生徒や家庭・同僚・地域からの意見や情報を取り入れたり、自ら

情報を発信したりすることが十分にできない。 
    

2 生徒や家庭・同僚・地域からの意見や情報を取り入れたり、自ら

情報を発信したりすることはできるが、その情報について吟味し

たことがない。 

    

3 生徒や家庭・同僚・地域からの意見や情報を取り入れたり、自ら

情報を発信したりすることはできるが、その情報の適切さや正確

さが十分ではない。 

    

4 生徒や家庭・同僚・地域からの意見や情報を正確に取り入れるこ

とができる力、および自ら効果的に情報を発信できる力のうち、

片方は備えているが、もう片方は十分に備えていない。 

    

5 生徒や家庭・同僚・地域からの意見や情報を正確に取り入れるこ

とができる力、および自ら効果的に情報を発信できる力の両方を

十分に備えている。 
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[13] 生徒や家庭・同僚・地域と積極的に話し合う力について 1 年 2 年 3 年 4 年 

1 全く備えていない。     

2 あまり備えていない。     

3 やや備えている。     

4 おおむね備えている。     

5 十分に備えている。     

[14] 家庭・同僚・地域と協力し、中心的な役割を担いながら生徒を

指導できる力について 
1 年 2 年 3 年 4 年 

1 全く備えていない。     

2 あまり備えていない。     

3 やや備えている。     

4 おおむね備えている。     

5 十分に備えている。     

[15] 社会の一員として教職に携わろうとする態度について 1 年 2 年 3 年 4 年 

1 全く備えていない。     

2 あまり備えていない。     

3 やや備えている。     

4 おおむね備えている。     

5 十分に備えている。     

[16] 社会における教員の役割を正しく認識し、自らが教員としてす

べきこと・しなくてはならないことを十分に理解しているかど

うかについて 

1 年 2 年 3 年 4 年 

1 全く理解していない。     

2 あまり理解していない。     

3 やや理解している。     
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4 おおむね理解している。     

5 十分に理解している。     

[17] 教員として身につけるべき力を備えており、それらを発揮して

教育活動に取り組むことについて 
1 年 2 年 3 年 4 年 

1 教員として身につけるべき力を全く備えていない。     

2 教員として身につけるべき力をおおむね備えたが、それらを発揮

して教育活動に取り組むことはまだできない。 
    

3 教員として身につけるべき力を十分に備えたが、それらを発揮し

て教育活動に取り組むことはまだできない。 
    

4 教員として身につけるべき力を十分に備えており、それらを発揮

して教育活動に取り組むことがおおむね可能である。 
    

5 教員として身につけるべき力を十分に備えており、それらを発揮

して教育活動に取り組むことが十分に可能である。 
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７．全学教職課程担当教員からのコメント 

毎回の記入に対するコメントを確認し、今後の学修に活かしましょう。 

【コメント記入日：  年  月  日   教員名：       】 

 

 

 

【コメント記入日：  年  月  日   教員名：       】 

 

 

 

【コメント記入日：  年  月  日   教員名：       】 

 

 

 

【コメント記入日：  年  月  日   教員名：       】 

 

 

 

【コメント記入日：  年  月  日   教員名：       】 

 

 

 

【コメント記入日：  年  月  日   教員名：       】 

 

 

 

【コメント記入日：  年  月  日   教員名：       】 

 

 

 

【コメント記入日：  年  月  日   教員名：       】 
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